
飛鳥散歩
大化の改新の舞台を訪ねる

歴史に学ぶ会

令和元年９月２６日～２８日



古代史の旅

時代区分 探訪地 期間

平成26年6月3日～5日 縄文時代 三内丸山遺跡 12000年～前4世紀

11600年間

平成28年7月7日～9日 弥生時代 吉野ケ里遺跡

平成29年7月6日～8日 神話時代 出雲大社・荒神谷

平成30年9月4日～6日 古墳時代 古市・百舌鳥古墳 3世紀中葉～6世紀

350年間

令和元年9月26日～28日 飛鳥時代 明日香村 6世紀～7世紀

117年間

紀元前4世紀～
3世紀

700年間



仏教伝来と飛鳥の朝廷 645～528＝117年間

645 642 640 623 608 604 596 587 552 528

百
済
の
聖
明
王
、
佛
像
・
経

典
を
伝
え
る

蘇
我
稲
目
と
物
部
尾
輿
、
崇
佛

論
争

蘇
我
馬
子
、
厩
戸
王
ら
物
部

守
屋
を
滅
ぼ
す

仏
教
興
隆
の
詔
・
飛
鳥
寺
完
成

憲
法
十
七
条
・
冠
位
一
二

階
・
暦
の
使
用

小
野
妹
子
を
隋
に
派
遣
、
南

渕
請
安
同
行

鞍
作
鳥
、
法
隆
寺
釈
迦
三
尊

像
を
制
作

皇
極
天
皇
即
位
、
蘇
我
入
鹿

国
政
を
執
る

蘇
我
入
鹿
、
山
背
大
兄
皇
子

を
自
害
に
追
い
込
む

中
大
兄
皇
子
、
中
臣
鎌
足
ら
、

蘇
我
入
鹿
を
暗
殺



東
ア
ジ
ア
の
情
勢

五
百
九
十
六
年
飛
鳥
寺
が
完
成
、

創
建
に
は
百
済
・
高
句
麗
の
援
助

が
欠
か
せ
な
か
っ
た
。

両
国
と
も
単
な
る
善
意
や
仏
教
流

布
の
熱
意
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

高
句
麗
は
隋
の
圧
迫
が
、
百
済
は

新
羅
の
圧
迫
が
あ
っ
た
。

倭
国
と
新
羅
は
任
那
を
巡
り
争
っ

た
。



阿
弥
陀
三
尊
像

（
伝
橘
夫
人
念
持
佛
）

銅
造

鍍
金

像
高

中
尊

三
四
㎝

橘
夫
人
は
光
明
皇
后
の
母



菩
薩
半
跏
像

東
京
国
立
博
物
館

こ
の
姿
は
朝
鮮
三
国
時
代
に
盛
行
し
た
。

飛
鳥
時
代
の
我
が
国
に
も
そ
の
影
響
が
及
ん
だ
。

像
高
四
一
・
八
㎝

観
音
菩
薩
像

法
隆
寺

夢
違
観
音
の
名
で
し
た
し

ま
れ
て
居
る
。

像
高
八
六
・
九
㎝



大王

大臣 大連

臣

氏

連

氏

伴造 政務・祭祀
氏上 氏の首長
氏人 氏の構成員

国造
地方の支配権

中
央
の
有
力
豪
族

地
方
豪
族

臣 大王と並ぶ有力豪族
平群臣・葛城臣・
巨勢臣・蘇我臣

ヤマト政権の首長
7世紀より天皇とよばれる

連 特定の職能で朝廷に
仕える有力豪族

大伴連・物部連

臣 吉備臣・出雲臣
連 中臣連・土師連
君 筑紫君・上毛野君
直 東漢直・馬飼造
首 西文首

国
造
と
氏
姓
制
度



権
力
の
三
極
構
造
と
推
移

押
坂
王
家

敏
達

彦
人
大
兄

舒
明

上
宮
王
家

用
明

聖
徳
太
子

山
背
大
兄
王

蘇
我
本
宗
家

馬
子

蝦
夷

入
鹿

権力の三極関係図

馬
子
の
娘

法
提
郎
媛

刀
自
古
郎
女



蘇
我
氏
の
台
頭

先
祖
は
渡
来
人
と
も
、
葛
城
氏

と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

稲
目
の
と
き
娘
を
大
王
の
妃
に

し
て
外
戚
の
地
位
を
固
め
る
。

飛
鳥
時
代
を
通
し
て
殆
ど
の
大

王
は
蘇
我
氏
の
娘
を
妃
に
し
た
。

仏
教
に
い
ち
早
く
帰
依
し
た
。

物
部
氏
を
倒
し
政
治
の
実
権
を

握
る
。
蘇
我
氏
に
敵
意
を
も
つ

崇
峻
天
皇
を
暗
殺
す
る
。

推
古
天
皇
を
た
て
、
厩
戸
王
と

共
に
大
臣
と
し
て
中
央
集
権
的

な
国
家
体
制
の
整
備
を
進
め
る
。

六
四
五
年
乙
巳
の
変
で
中
大
兄

皇
子
と
藤
原
鎌
足
に
倒
さ
れ
る
。



聖
徳
太
子
像

飛
鳥
時
代
に
活
躍
し
た
。

蘇
我
馬
子
と
共
に
物
部
守
屋
を
倒

し
た
。
憲
法
十
七
条
・
冠
位
十
二

階
制
定
・
遣
隋
使
派
遣
・
法
隆
寺

の
建
立
な
ど
、
聖
徳
太
子
が
亡
く

な
っ
た
後
六
四
二
年
に
入
鹿
と
中

大
兄
に
責
め
ら
れ
上
宮
王
家
は
滅

び
ま
す
。



遣隋使
出発年 派遣人物 出来事 （）は帰国年

600年 初の遣隋使 日本書紀に記載なし、「隋書」に記載

607年 小野妹子 (608)隋使裴世清をともない帰国
「日出処天子～」の国書を持参

608年 小野妹子 (609)高向玄理・南渕請安(640)旻(632)

614年 犬上御田鋤 (615)

618年隋滅亡、最後の遣隋使

厩戸王は隋と国交により半島で優位を得たく隋
も対戦中の高句麗が倭と結ぶのを恐れた。



憲
法
十
七
条

豪
族
を
官
僚
と
し
て
再
編
成
し
ょ
う

と
し
た
厩
戸
王
は
六
百
四
年
官
僚
の

道
徳
規
範
と
し
て
制
定
し
た
。



冠
位
十
二
階
（
支
配
者
層
の
秩
序
）

任
那
の
権
益
を
放
棄
し
た
、
倭
国

は
、
儀
礼
整
備
に
乗
り
出
す
。

徳
冠
・
仁
冠
・
礼
冠
・
信
冠

・
義
冠
・
智
冠

そ
れ
ぞ
れ
大
小
分
け
て
十
二
階

色
分
け
は
五
行
説
に
基
ず
き

仁
以
下
青
・
赤
・
黄
・
白
・
黒

徳
は
紫
？



万
葉
仮
名
に
つ
い
て

◦

漢
字
を
万
葉
仮
名
と
し
て
使

う
と
き
は
発
音
を
借
り
て
意

味
用
法
を
棚
上
げ
に
す
る
。

◦

足
千
根
乃
母
に
障
ら
ば
い
た

ず
ら
に
汝
も
我
も
事
成
る
べ

し
や

巻
十
一
・
二
五
一
七

◦

垂
乳
根
の
母
に
白
さ
ば
君
も

我
も
逢
ふ
と
は
無
し
に
年
ぞ

経
ぬ
べ
き

巻
十
一
・
二
五
五
七

◦

足
乳
根
の
母
の
そ
の
業
の
桑

す
ら
に
願
へ
ば
衣
に
着
る
と

い
ふ
も
の
を

巻
七
・
一
三
五
七


